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平成平成1818年年33月月1717日開催日開催委員会での主な指摘事項とその対応委員会での主な指摘事項とその対応

項目 平成18年3月17日開催委員会
での主な指摘事項

指摘事項への対応

利

水

補

給

水力発電によるCO2削減効
果を評価しているが、植
物プランクトンによるCO2
削減効果も考えてみては
どうか。

これまでのところ、植物プ
ランクトンによるCO2削減効
果を明確に数値評価すると
ころまでの知見が得られて
いない。今後の研究で、具
体的な数値評価の知見が得
られた段階で、改めて検討
したい。



１．事業の概要１．事業の概要
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１．１．１１ 五大ダムの概要五大ダムの概要

御所ダム

北上特定地域総合開発
計画 （KVA計画；昭和
28年閣議決定）に基づ
き、北上川本川の四十
四田ダム及び支川雫石
川の御所ダム、猿ヶ石
川の田瀬ダム、和賀川
の湯田ダム、胆沢川の
石淵ダムが建設された。

四十四田ダム

田瀬ダム

湯田ダム

石淵ダム
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１．１．２２ 湯田ダム流域の概要湯田ダム流域の概要

松川

北

上

川

雫石川 中津川

稗貫川

豊沢川

和賀川

胆沢川
人首川

砂鉄川

猿ヶ石川

磐井川

千厩川
三迫川

二迫川

一迫川

江合川

旧
迫
川

旧
北
上
川

上
川

盛岡市

栗駒山

焼石岳

岩手山

駒ヶ岳

西岳七時雨山

姫神山

早池峰山

宮城県

岩手県

花巻市

北上市

奥州市

一関市

登米市

石巻市

大崎市

北
上
高
地

奥
羽
山
脈

広表
（北上川合流点から

約5km）

湯田ダム
（北上川合流点から

約 km）

湯田ダム

湯田ダム流域

和賀川

北上川孤禅寺地点
（河口から約78km）

湯田ダムは支川和賀川に位置
する多目的ダム。

和賀川は流路延長79km、流域
面積891km2の右支川。

北上特定地域総合開発計画
（KVA計画）の３番目のダム
として昭和39年に完成。

全国的にも珍しい重力アーチ
式コンクリートダム。
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１．１．３３ 湯田ダムの概要湯田ダムの概要

河川名：北上川水系和賀川
位 置：岩手県和賀郡西和賀町杉名畑

河川名：北上川水系和賀川
位 置：岩手県和賀郡西和賀町杉名畑

《諸元》
形 式 ：重力アーチ式コンクリート
ダムの高さ ：89.5m
ダムの長さ ：264.9m
流域面積 ：583km2

湛水面積 ：6.3km2

総貯水容量：114,160千m3

管理開始：昭和39年【46年経過】

貯水池容量配分図

堤頂EL=174.0m

サーチャージ水位EL=171.0m

サーチャージ容量3,800千m3洪水調節容量33,900千m3

　（洪水期7月1日から9月30日まで）

洪水期制限水位EL=159.0m

洪水期利水発電1,600千m3

　（発 電1,600千m3）

常時満水位EL=170.0m

非洪水期利水容量31,700千m3

　（発 電31,700千m3）

最低水位EL=158.0m

堆砂容量11,600千m3

基礎地盤EL=124.0m

有効貯水容量
35,500千m3

総貯水容量
47,100千m3

堤頂 EL=241.5m

サーチャージ水位 EL=239.00m

洪水調節容量77,810千m3

（洪水期7月1日から9月30日まで）

洪水期制限水位 EL=222.0m

洪水期利水容量 15,900千m3

（特定かんがい 15,900千m3）
（発 電 15,900千m3）
最低水位 EL=215.0m

堆砂容量 20,450千m3

サーチャージ容量 15,150千m3

常時満水位 EL=236.5m

非洪水期利水容量 78,560千m3

（特定かんがい 20,300千m3）
（発 電 78,560千m3）

基礎地盤 EL=152.0m

有効貯水容量
93,710千m3

総貯水容量
114,160千m3

洪水調節

かんがい用水の供給

発 電

《ダムの目的》
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１．１．４４ 湯田ダムの特徴湯田ダムの特徴

自然を活かした水辺の観光・活動スポット

流域は、栗駒国定公園や湯田温泉郷県立自然公園等の豊か
な自然に恵まれ、その中で湯田ダムは、水辺の観光・活動ス
ポットとして重要な役割を果たしている。また、ダム湖を利用し
たイベント等には、県内外から多くの観光客が訪れている。

自然を活かした水辺の観光・活動スポット

流域は、栗駒国定公園や湯田温泉郷県立自然公園等の豊か
な自然に恵まれ、その中で湯田ダムは、水辺の観光・活動ス
ポットとして重要な役割を果たしている。また、ダム湖を利用し
たイベント等には、県内外から多くの観光客が訪れている。

北上川における洪水防御の一翼

ダム下流の北上市等及び北上川本川筋の洪水防御に重要な
役割を果たしている。

北上川における洪水防御の一翼

ダム下流の北上市等及び北上川本川筋の洪水防御に重要な
役割を果たしている。

花巻、北上、金ヶ崎等の農業基盤を支える水源

発電利用とともに、下流域の広大な農地におけるかんがい用
水の水源として利用されている。

花巻、北上、金ヶ崎等の農業基盤を支える水源

発電利用とともに、下流域の広大な農地におけるかんがい用
水の水源として利用されている。



２．洪水調節２．洪水調節

＜管理方針＞

◆ダム下流及び北上川本川筋を浸水被害から守ることに

主眼を置いて、適正な洪水調節を実施。

◆いつでも適正な洪水調節が可能となるように、リアル

タイムで貯水位、流入量、放流量を監視。
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２．１ 洪水調節計画の概要

湯田ダムの洪水調節計画
狐禅寺（一関）地点における基本高水流量13,600m3/sをダム群及び遊水地に
より8,500m3/sに低減するため、湯田ダム地点における基本高水流量2,200m3/s
を400m3/sに調節する。

湯田ダムの洪水調節計画
狐禅寺（一関）地点における基本高水流量13,600m3/sをダム群及び遊水地に
より8,500m3/sに低減するため、湯田ダム地点における基本高水流量2,200m3/s
を400m3/sに調節する。

◆湯田ダムの洪水調節図

洪水時満水位EL=239.0m

洪水期制限水位EL=222.0m

洪水調節容量

77,810千m3

■基本高水流量 2,200m3/s
■最大計画放流量 400m3/s
■調節流量 1,800m3/s
■洪水調節容量 洪水期 77,810千m3

非洪水期 15,150千m3 

↑
流 量
（m 3/ s）

流 入 量

0             1 0           2 0         3 0            4 0    

2 ,5 0 0

2 ,0 0 0

1 ,5 0 0

1 ,0 0 0

50 0

時 間 →

放 流 量

qm ax= 4 0 0m 3/ s

Q m ax= 2 ,2 0 0m 3/ s

12.5
時間 →

14.5

放流方式：400m3/s定量放流方式

コンジットゲート ： ２門

クレストゲート ： ６門
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２．２２．２ ダム操作ダム操作実績実績

洪水調節は、管理開始（昭和40年）から平成21年の45年間に、84回実施。
洪水調節は、4月、7月～9月に集中。
平成19年9月17日洪水において、既往4位となる1,522m3/sの流入量を記録。
近年5ヵ年の放流延日数は、51.8日/年、放流延回数は6.8回/年。

洪水調節は、管理開始（昭和40年）から平成21年の45年間に、84回実施。
洪水調節は、4月、7月～9月に集中。
平成19年9月17日洪水において、既往4位となる1,522m3/sの流入量を記録。
近年5ヵ年の放流延日数は、51.8日/年、放流延回数は6.8回/年。
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２．３２．３ 洪水調節効果（洪水調節効果（11）） 平成１９年９月1７日洪水

H19.9.17洪水の特徴
日本海から東北付近に停滞した前線に、台

風11号周辺の暖かく湿った空気が流れ込

んだため、前線の活動が活発となり東北北

部を中心に記録的な大雨となった。

その影響で、流入量は17日２時より増加し

始め、17日23時20分には最大流入量

1,522m３/sを記録する洪水となった。

湯田ダム流域では…
流域平均総降雨量 212.7mm
最大流入量 1,522m3/s

湯田ダム

等雨量線図
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ダム流域 時間雨量
ダム流域 累加雨量

5：37大雨洪水雷濃霧注意報

12：22大雨洪水濃霧注意報解除

16：50雷注意報解除、濃霧注意報

3：40大雨洪水警報

2：43大雨洪水雷注意報

1：48雷注意報解除

9：59大雨警報解除、大雨注意報

20：20洪水警報解除、洪水注意報、大雨注意報解除

14：35洪水注意報解除

0

500

1,000
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2,000
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貯
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ダム流入量（実績）

ダム放流量(実績)

ダム貯水位

最高貯水位  231.4m

最大流入量（23：20）

1522m3/s

最大放流量  387m3/s

常時満水位：236.5m

洪水制限水位：222m

1193m3/sカット

（ピーク流量時の約8割）

最大流入時放流量

329m3/s

警戒体制　　     　　　　          　             　　　解除
注意体制

非常体制　　　                 解除

1111

２．３２．３ 洪水調節効果（洪水調節効果（22）） 平成１９年９月1７日洪水

平成１９年９月1７日洪水では、ピーク流入量1,522m3/sを329m3/s
に低減。1,193m3/s（ピーク流量時の約8割）の洪水調節を実施。
平成１９年９月1７日洪水では、ピーク流入量1,522m3/sを329m3/s
に低減。1,193m3/s（ピーク流量時の約8割）の洪水調節を実施。

既往4位の洪水
1193m3/sカット

（ピーク流量時の約８割）
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２．３ 洪水調節効果（3） 平成１９年９月1７日洪水

■ダムの洪水調節により、広表地点でピーク時の水位を1.35ｍ低減。■ダムの洪水調節により、広表地点でピーク時の水位を1.35ｍ低減。

和賀川に対する洪水調節効果

ダム調節後のﾋﾟｰｸ
水 位 （ 実 績 値 ）
-0.40m

ダムが無かった時に
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広表地点　湯田ダム調節あり(実績）

広表地点　湯田ダム調節なし(計算値)

1.35m低減
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２．３ 洪水調節効果（4） 平成１９年９月1７日洪水

湯田ダム

観測所名
実績最高
水位

ダム無し
最高水位

ダムの洪水
調節による
低減量

計画高水位 備考

館坂橋 2.88m 3.51m 0.63m 3.526m 四十四田ダム

明治橋 2.54m 4.86m 2.32m 4.257m 四十四田ダム
御所ダム

紫波橋 5.37m 7.35m 1.98m 5.517m 四十四田ダム
御所ダム

朝日橋 5.79m 6.68m 0.89m 7.604m
四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム

男山 5.40m 6.95m 1.55m 6.280m
四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム
湯田ダム

桜木橋 5.65m 7.07m 1.42m 7.146m

四十四田ダム
御所ダム
田瀬ダム
湯田ダム
石淵ダム

一関
遊水地

男山

館坂橋

平成19年９月17日～18日の洪水の際、北上川の
５ダムが無かった場合の水位を算定すると、各
地点において大きな水位低減効果があったと推
定される。

平成19年９月17日～18日の洪水の際、北上川の
５ダムが無かった場合の水位を算定すると、各
地点において大きな水位低減効果があったと推
定される。
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２．４ 流木処理

流木回収状況

流木による下流域での橋や護岸の破損など二次的被害の軽減に貢献。
回収した流木等の一部を、ペレット等に再資源化することで社会に貢献。
処理費用として年間約1,600万円。最も多かったH19年で約5,700万円。

流木による下流域での橋や護岸の破損など二次的被害の軽減に貢献。
回収した流木等の一部を、ペレット等に再資源化することで社会に貢献。
処理費用として年間約1,600万円。最も多かったH19年で約5,700万円。

H19.9.17洪水流木貯留状況
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２．5 洪水調節の評価

･下流域における洪水被害軽減のため、今後も引き続き適切な洪水調
節操作を行う。

･流出予測精度の向上、他ダムとの連携により、迅速かつ的確な洪水
調節操作に努める。

・管理開始（S40年）から平成21年までの45年間に洪水調節を84回実施。

・平成19年9月17～18日洪水では、ダム地点においてピーク流量時の約8
割に相当する 1,193m3/sを低減。

・和賀川広表地点では、ピーク水位を1.35m低減。

・流木処理 → 下流への安全性確保、再利用などの副次的効果

・湯田ダムを含む五大ダムが一体となって、洪水調節による被害軽減効果
を発揮していると評価できる。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



３．利水補給３．利水補給

＜管理方針＞

◆安定したかんがい用水及び発電用水の取水を可能にす

るため、利水補給について計画的な運用を実施すると

ともに、関係利水者との調整を実施。

◆いつでも適正な利水補給運用が可能となるように、リ

アルタイムで貯水位、流入量、放流量を監視。
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３．１３．１ 利水補給計画の概要利水補給計画の概要

＜特定かんがい＞

・和賀川沿川の農地（北上市、花
巻市、金ヶ崎町）の約3,700haに
対して用水を供給。

・最大取水量は約8.0m3/s、年間
総取水量は約4,380万m3。

＜発電用水＞

・仙人発電所において、ダムから常
時 9.13 m3/s、最大42.0m3/sの水量
を確保し、
常時7,600kWh
最大37,600kWh  を発電。

・和賀川発電所において、ダムから
常時5.7 m3/s、最大18.0m3/sの水
量を確保し、
常時4,700kWh
最大15,500kWh  を発電。

仙人・和賀川

発電所

湯田ダム

仙人・和賀川発電所
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３．２３．２ 貯水池運用状況貯水池運用状況

湯田ダム貯水位運用曲線

H17～H21の貯水位の管理は、ほぼ計画どおり運用。
春先は融雪洪水に、夏場は洪水に備えて貯水位を低下させつつ、利水補給
を実施。

H17～H21の貯水位の管理は、ほぼ計画どおり運用。
春先は融雪洪水に、夏場は洪水に備えて貯水位を低下させつつ、利水補給
を実施。

・H19.9.7洪水

・H19.9.17洪水
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３．３３．３ 利水補給実績利水補給実績①①（特定かんがい）（特定かんがい）

◆特定かんがい用水取水実績の推移

至近10カ年の平均取水量は、約4,000万m3（計画取水量約4,380万 m3/年）となっている。

かんがい用水を補給している受益地で生産される米の産出額＊を算出すると、約40億円
（平成18年で算出）となる。
*かんがい受益地における米の産出額（40億円）

＝かんがい区域面積（約3,400ha）×対象市町村の単位面積当たり米産出額（119.4万円/ha）

至近10カ年の平均取水量は、約4,000万m3（計画取水量約4,380万 m3/年）となっている。

かんがい用水を補給している受益地で生産される米の産出額＊を算出すると、約40億円
（平成18年で算出）となる。
*かんがい受益地における米の産出額（40億円）

＝かんがい区域面積（約3,400ha）×対象市町村の単位面積当たり米産出額（119.4万円/ha）

米産出額は、

約40億円 (H18)

※農水省作物統計調査は、平成19年から市町村別集計を廃止しているため、ここでは
市町村別米算出額のデータがある平成18年を対象とした。
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３．３３．３ 利水補給実績利水補給実績②②（発電実績）（発電実績）

至近10ヶ年での発生電力量は、約23万MWh/年で推移

平成21年における発生電力量（約25万MWh）を供給可能世帯数に換算すると、約4万4
千世帯となり、一般家庭が支払った電気料金＊に換算すると、約64億円となる。
＊電気料金（64億円）＝一世帯あたり年額電気料金（14.7万円/世帯※1）×電力供給可能世帯数（約4万4千世帯）

電力供給可能世帯数＝年間発生電力量（約25万MWh）/一世帯あたりの年間使用電力量（5.7MWh/世帯※2）
※1 一般家庭の月額電気料金（東北電力HPより）より算定 ※2 岩手県全体の年間使用電力量と世帯総数より算定

水力発電によるCO2排出量は石油火力発電の1/67、石炭火力発電の1/89となる。

至近10ヶ年での発生電力量は、約23万MWh/年で推移

平成21年における発生電力量（約25万MWh）を供給可能世帯数に換算すると、約4万4
千世帯となり、一般家庭が支払った電気料金＊に換算すると、約64億円となる。
＊電気料金（64億円）＝一世帯あたり年額電気料金（14.7万円/世帯※1）×電力供給可能世帯数（約4万4千世帯）

電力供給可能世帯数＝年間発生電力量（約25万MWh）/一世帯あたりの年間使用電力量（5.7MWh/世帯※2）
※1 一般家庭の月額電気料金（東北電力HPより）より算定 ※2 岩手県全体の年間使用電力量と世帯総数より算定

水力発電によるCO2排出量は石油火力発電の1/67、石炭火力発電の1/89となる。
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かんがい用水の不足時には、湯田ダムからの補給によりその不足分を確保。

至近5ヶ年の流況は概ね安定しており、かんがい用水への補給頻度は少な
かった。

かんがい用水の不足時には、湯田ダムからの補給によりその不足分を確保。

至近5ヶ年の流況は概ね安定しており、かんがい用水への補給頻度は少な
かった。

３．４３．４ 利水補給効果利水補給効果（かんがい実績）（かんがい実績）

◆「ダムあり・なし」による流況の比較

平成17年（至近５ヶ年の最渇水年）
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３．５３．５ 利水補給の評価利水補給の評価

・安定した取水を可能にするため、今後も利水補給での適正な運用を継続

する。

・湯田ダムの水は、特定かんがい、発電を目的として有効活用されている。

・平成21年の特定かんがい取水実績は年間約3,700万m3 、発生電力量は
約25万MWhとなっている。

・至近５ヶ年は流況が安定しており、補給頻度は少なかったが、安定的な
かんがい用水の補給に対する効果が認められる。

・湯田ダムはかんがい用水及び発電用水の水源として、利水補給の効果
を発揮していると評価できる。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



４．堆砂４．堆砂

＜管理方針＞

◆堆砂の推移を監視するため、継続的に堆砂測量を実施

する。
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４．１４．１ 堆砂状況堆砂状況

計画堆砂年 経過年数 計画堆砂容量(千m3) 総堆砂量(H21)(千m3) 堆砂率

100 44 20,450 9,750 47.7%

管理開始から44年が経過し、堆砂率は47.7％となっている。
堆砂量は、概ね計画どおりに推移しているが、近年は若干計画を上回っている。

管理開始から44年が経過し、堆砂率は47.7％となっている。
堆砂量は、概ね計画どおりに推移しているが、近年は若干計画を上回っている。

※近年の有効容量内対砂量の増加要因について
・H13、H14と1,000m3/sを超える年最大流量が連続。また、H15～H19、H21にも1,000m3/sを超える年最大流量が発生。
・貯砂ダム上流で捕捉された堆砂分が有効容量内堆砂量として計上されている。
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４．２４．２ 堆砂対策の状況堆砂対策の状況

堆砂対策として、平成14年に貯砂ダムを設置。
貯砂ダムにより、堆砂状況がある程度コントロールされている。貯砂ダム内の堆砂
については、今後必要に応じて除去を実施。
また、ダム上流域では、計画的に砂利採取を実施しており、それに伴う収益等は維
持管理費として活用されている。

堆砂対策として、平成14年に貯砂ダムを設置。
貯砂ダムにより、堆砂状況がある程度コントロールされている。貯砂ダム内の堆砂
については、今後必要に応じて除去を実施。
また、ダム上流域では、計画的に砂利採取を実施しており、それに伴う収益等は維
持管理費として活用されている。

西 和 賀 町
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４．３４．３ 堆砂状況の評価堆砂状況の評価

・今後とも、堆砂量を継続的に把握し、必要に応じて貯砂ダム内の堆砂を
除去していく。

・運用開始後44年間における湯田ダムの堆砂率は約47.7%となっている。

・堆砂対策として平成14年に貯砂ダムを設置している。

・これまでは、貯砂ダム内の堆砂の掘削･除去は行なわれていないが、

今後、必要に応じて除去を実施。

・ 現時点においては、堆砂量が計画堆砂量とほぼ同じ勾配を示し、また、

貯砂ダムによる堆砂の効果も考慮すると、堆砂傾向に大きな問題はない
と評価できる。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



５．水質５．水質

＜管理方針＞

◆流入河川・ダム湖・下流河川の、水質の異常の有無を

確認するため、継続的にモニタリングする

◆水質事故等が発生した場合は、ただちに適切な対応を

実施する。
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５．１５．１ 水質類型指定、及び測定状況水質類型指定、及び測定状況

水質調査地点と環境基準指定状況
湯田ダム

（貯水池）
湖沼Ａ類型

流入河川

下流河川
河川ＡＡ類型

類型指定状況

湯田ダム

（貯水池）

貯水池A
貯水池B
貯砂ダム

流入

河川

山室橋（和賀川）

天子森（小鬼ヶ瀬川）
南本内（南本内川）

下流

河川
切留（和賀川）

定期水質調査地点
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５．２５．２ 流入・下流河川の水質の推移流入・下流河川の水質の推移

T-P（平均値）
流入河川は概ね0.01～0.03mg/ℓで、
ほぼ横這いで推移

BOD（75％値）
流入河川は年によって環境基準を超
過､近年は概ね横ばいで推移
下流河川は近年は概ね環境基準に適
合、概ね横ばいで推移

DO（平均値）
環境基準に適合
横ばいで推移

1mg/ℓ以下

7.5mg/ℓ以上

T-N（平均値）
概ね0.2～0.6mg/ℓで推移
近年はやや減少傾向

環境基準類型指定：AA類型

50MPN/100mℓ以下

大腸菌群数（平均値）
近年はやや環境基準を超えている
がほぼ横這いで推移
糞便性が確認されているが、海水
浴場等の基準はほぼクリアしてい
る（水浴可・水質B）
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より少なかったため、希釈効果が薄れて
高い値を示したものと推測される。
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５．３５．３ 貯水池の水質の推移貯水池の水質の推移

T-P（平均値）
概ね0.01～0.02mg/ℓで推移
近年はやや減少傾向

COD（75％値）
ほぼ環境基準に適合
近年は概ね横ばいで推移

DO（平均値）
環境基準に適合
横ばいで推移

3mg/ℓ以下

7.5mg/ℓ以上

T-N（平均値）
概ね0.2～0.5mg/ℓで推移
近年は減少傾向

環境基準類型指定(貯水池)：A類型
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1000MPN/100mℓ以下
大腸菌群数（平均値）
ほぼ環境基準に適合
糞便性が確認されているが、
海水浴場等の基準はクリアし
ている（水浴適・水質A）
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５．４５．４ 水質の評価水質の評価

・引き続き、流入・下流河川、貯水池の水質状況について監視するととも

に、貯水池内及び下流河川の良好な水質の維持に努める。

・ほとんどの項目で概ね環境基準を達成し、近年はほぼ横ばいで推移して
いる。

・流入・下流河川の大腸菌群数の環境基準達成率が低い。

・冷濁水障害や富栄養化などの水質現象は生じていない。

・一部、環境基準の達成率が低い水質項目もあるが、現時点では良好な

水質であると評価できる。
評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



６．生物６．生物

＜管理方針＞

◆ダム湖及びその周辺、流入河川、下流河川の環境の変

化を継続的にモニタリングする。



3333

６．１６．１ ダム湖及び周辺環境の特徴ダム湖及び周辺環境の特徴

「河川水辺の国勢調査」実施状況

区 分 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

魚介類 ●

底生動物 ●

動植物プランクトン ○ ●

植 物 ○ ●

鳥 類 ●

両生類・爬虫類・哺乳類 ●

陸上昆虫類 ●

(河川環境基図作成調査) ●

※●は今回の定期報告書のとりまとめで対象とした調査結果
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６．１６．１ ダム湖及び周辺環境の特徴（植物）ダム湖及び周辺環境の特徴（植物）

ダム湖及びその周辺の大半は鳥獣保護区に指定され、流域南側には栗駒国定公園が広がるな
ど、良好な自然に囲まれている。
植生：ダム湖周辺はコナラ群落、スギ・ヒノキ植林が広く分布し、ブナ－ミズナラ群落はダム湖左岸

の山間部に分布している。ダム湖岸の冠水部にはクロバナエンジュ群落が広く分布し、貯砂
ダム上流部にはクサソテツ群落が確認された。

植物の重要種：15種確認。特定外来生物：アレチウリ、オオハンゴンソウの2種を確認。
前回調査と比較すると、生育種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

ダム湖及びその周辺の大半は鳥獣保護区に指定され、流域南側には栗駒国定公園が広がるな
ど、良好な自然に囲まれている。
植生：ダム湖周辺はコナラ群落、スギ・ヒノキ植林が広く分布し、ブナ－ミズナラ群落はダム湖左岸

の山間部に分布している。ダム湖岸の冠水部にはクロバナエンジュ群落が広く分布し、貯砂
ダム上流部にはクサソテツ群落が確認された。

植物の重要種：15種確認。特定外来生物：アレチウリ、オオハンゴンソウの2種を確認。
前回調査と比較すると、生育種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

植物（H21）
確認種 ヌマハリイ、ウシクグ、ニリンソウ、シロヤ

ナギ、ミズバショウ、イヌガラシ等：740種
重要種 ノダイオウ、ヒメシャガ、コウモリカズラ、

キンセイラン、コアツモリソウ等：15種
特定外来生物 アレチウリ、オオハンゴンソウ：2種

落葉広葉樹林

常緑針葉樹林

植林地（スギ・ヒノキ）

カラマツ植林

開放水面 開放水面

露岩・崩壊地

自然裸地 自然裸地

道路

人工構造物

コンクリート構造物

構造物

グラウンドなど

干出裸地

人工裸地

公園・グラウンド

人工草地

水田

人工草地

水田

畑地（畑地雑草群落）

植林地（その他）

畑

植栽樹林群

ハリエンジュ群落

スギ･ヒノキ植林

アカマツ群落

ブナ－ミズナラ群落

オニグルミ群落

浮葉植物群落

一年生草本群落

ハンノキ群落

落葉広葉樹林

コナラ群落（低木林）

コナラ群落

ケヤキ群落

サワグルミ群落

ヒメヤシャブシ群落

その他の低木林

クズ群落

クロバナエンジュ群落

ヤナギ高木林

シロヤナギ群集（低木林）

シロヤナギ群集

タチヤナギ群集（低木林）

オオバヤナギ－ドロノキ群集

ヤナギ低木林

ネコヤナギ群集

イヌコリヤナギ群集

単子葉草本群落 #その他の単子葉
草本群落

ヌマガヤ群落

タヌキラン群落

ヌマハリイ群落

ススキ群落

ノハナショウブ－ススキ群集

サンカクイ－コガマ群集

単子葉草本群落 オギ群落 オギ群落

単子葉草本群落 ツルヨシ群落 ツルヨシ群集

単子葉草本群落 ヨシ群落 ヨシ群落

カゼクサ－オオバコ群集

多年生広葉草本群落

クサソテツ群落

オオヨモギ－オオイタドリ群落

アレチウリ群落

メヒシバ－エノコログサ群落

オオオナモミ群落

オオイヌタデ－オオクサキビ群落

ヒツジグサ群落

色見本基本分類 群落名

2A

5A

5B

5C

5G

6A

6F

6E

7

8

9

10H

10C

10D

10G

10E

10F

11F

11B

12F

12E

12A

12B

13A

13B

13C

14A

14B

14C

14L

14E

14H

14D

17A

19

20A

20B

20C

22

23

24

25A

25B

25C

26A

26B

26C

27

27B

28
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６．２６．２ ダム湖及び周辺の生物（陸上動物）ダム湖及び周辺の生物（陸上動物）

確認種 重要種 特定外来生物

鳥類
（H14）
前回報告

カイツブリ、マガモ、カワアイサ、トビ、ノス
リ、ツツドリ、ヤマセミ、カワセミ、アカゲラ、
ミソサザイ、クロツグミ、エナガ等：95種

カワアイサ、ハチクマ、オジロ
ワシ、ハイタカ、クマタカ、フク
ロウ、キバシリ、ノジコ等：24種

確認無し

両生・爬
虫・哺乳
類（H17）

タゴガエル、トウキョウダルマガエル、シ
マヘビ、アオダイショウ、ノウサギ、ヒメネ
ズミ、キツネ、テン、アナグマ等：42種

トウホクサンショウウオ、モリア
オガエル、カジカガエル、ツキ
ノワグマ、カモシカ等：8種

確認無し

陸上
昆虫類
（H16）

オオアオイトトンボ、マツモムシ、ムラサキ
トビケラ、ミヤマセセリ、ウスイロオナガシ
ジミ、アカハナカミキリ等：1707種

オゼイトトンボ、トワダカワゲラ、
ヒメギフチョウ、ユダホソヒメク
ロオサムシ等：12種

確認無し

鳥類：ダム湖内はカイツブリ科、カモ科などが生息場所、越冬場所として利用している。流入河
川ではヤマセミ、カワセミ、カワガラスなどの渓流性の種が確認されている。

両生類：ダム湖岸近くではトウホクサンショウウオ、タゴガエル、ヤマアカガエルなど5種が確認
されている。

陸上昆虫類：トンボ類では止水環境を主な生息種とするアオイトトンボ、ルリボシヤンマなど16
種、流水環境を主な生息地とするハグロトンボ、ミルンヤンマなど5種が確認された。
チョウ類では樹林性のダイミョウセセリ、オオミドリシジミなど26種、草地性のイチモ
ンジセセリ、ルリシジミなど20種が確認された。

重要種：鳥類24種、両生・爬虫・哺乳類8種、陸上昆虫類12種が確認された。
特定外来生物：確認されていない。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

鳥類：ダム湖内はカイツブリ科、カモ科などが生息場所、越冬場所として利用している。流入河
川ではヤマセミ、カワセミ、カワガラスなどの渓流性の種が確認されている。

両生類：ダム湖岸近くではトウホクサンショウウオ、タゴガエル、ヤマアカガエルなど5種が確認
されている。

陸上昆虫類：トンボ類では止水環境を主な生息種とするアオイトトンボ、ルリボシヤンマなど16
種、流水環境を主な生息地とするハグロトンボ、ミルンヤンマなど5種が確認された。
チョウ類では樹林性のダイミョウセセリ、オオミドリシジミなど26種、草地性のイチモ
ンジセセリ、ルリシジミなど20種が確認された。

重要種：鳥類24種、両生・爬虫・哺乳類8種、陸上昆虫類12種が確認された。
特定外来生物：確認されていない。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。
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６．３６．３ ダム湖及び周辺の生物（水生動物）ダム湖及び周辺の生物（水生動物）

分類群 確認種

ダム湖内 魚類（H18） ギンブナ、ウグイ、カマツカ、ギバチ、ウキゴリ、ギンザケ等：9種

底生動物（H19） イトミミズ科、ユスリカ科等：64種

流入
河川

魚類（H18） スナヤツメ、ウグイ、ドジョウ、アユ、アメマス、カジカ等：7種

底生動物（H19） ガガンボ科、マダラカゲロウ科、ユスリカ科、イトミミズ科等：206種

下流
河川

魚類（H18） スナヤツメ、ウグイ、カマツカ、シマドジョウ、ヤマメ等：7種

底生動物（H19） シタカワゲラ科、クロカワゲラ科、コカゲロウ科等：167種

重要種 特定外来生物

魚類 スナヤツメ、ギバチ：2種 確認無し

底生動物 モノアラガイ、ムカシトンボ、トワダカワゲラ、アカツヤゴミムシ等：5種 確認無し

＜重要種および特定外来生物＞

魚類：ダム湖では止水性魚類のギンブナや回遊性魚類のウグイ、ギンザケ、ウキゴリなどが確認
され、流入河川ではスナヤツメ、ドジョウ、カジカなどの分布が限られた種が確認された。下
流河川では砂礫を利用するウグイ、ヤマメが確認された。

底生動物：ダム湖では止水環境を好むイトミミズ科など、流入河川ではシマトビケラ科など、下流
河川ではマダラカゲロウ科など、広く河川に分布している種が優占している。

重要種：魚類は2種、底生動物は5種が確認された。
特定外来生物：魚類、底生動物とも認められていない。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

魚類：ダム湖では止水性魚類のギンブナや回遊性魚類のウグイ、ギンザケ、ウキゴリなどが確認
され、流入河川ではスナヤツメ、ドジョウ、カジカなどの分布が限られた種が確認された。下
流河川では砂礫を利用するウグイ、ヤマメが確認された。

底生動物：ダム湖では止水環境を好むイトミミズ科など、流入河川ではシマトビケラ科など、下流
河川ではマダラカゲロウ科など、広く河川に分布している種が優占している。

重要種：魚類は2種、底生動物は5種が確認された。
特定外来生物：魚類、底生動物とも認められていない。
前回調査と比較すると、生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。
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６．４６．４ 生物の評価生物の評価

・生物の生息・生育状況を把握していくとともに、良好な自然環境の保全に努める。

・また、特定外来生物の動向に注意しながら、ダム湖及びその周辺環境の把握に

努めていく。

・ダム湖の出現に伴い、止水域を生息環境とする生物が継続的に確認されている。

・魚類の外来種はH13年度にオオクチバスが確認されたが、H18年度調査では確認
されていない。

・前回調査と比較すると、全般的に生息種の構成や特徴に大きな変化はみられない。

・湯田ダム周辺は、豊かな自然環境が維持され、多様な生物の生育・生息場所と
なっていると評価できる。

・外来種は、魚類ではオオクチバス、底生動物ではサカマキガイ、インドヒラマキガ
イが過去に確認されているため、今後の動向に注意が必要である。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



７．水源地域動態７．水源地域動態

＜管理方針＞

◆ダム上流及び周辺地域の活性化のため、様々な活動・

取り組みを支援する。

◆「湯田ダムビジョン」に基づく活動に積極的に取り組

むとともに、地域の自主的・積極的な参加を支援する。
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７．７．11 水源地域の概況水源地域の概況

湯田ダムの周辺は、奥羽山脈の豊かな自然に恵まれ、湯田温泉峡や道の駅錦秋湖、
「ほっとゆだ」などが点在する観光・レクリエーションの場となっている。

湯田ダム湖畔には、国道107号や秋田自動車道、JR北上線が隣接しており、秋田県と
岩手県とを東西に結ぶ内陸横断ルートの中継地点となっている。
ダム周辺の西和賀町の人口は、昭和30年代までは増加傾向にあったが、その後は鉱
山の閉山、湯田ダム建設による移転、高度成長期による都会への流出などで減少傾
向が続いている。平成21年の人口は約7,000人。

湯田ダムの周辺は、奥羽山脈の豊かな自然に恵まれ、湯田温泉峡や道の駅錦秋湖、
「ほっとゆだ」などが点在する観光・レクリエーションの場となっている。

湯田ダム湖畔には、国道107号や秋田自動車道、JR北上線が隣接しており、秋田県と
岩手県とを東西に結ぶ内陸横断ルートの中継地点となっている。
ダム周辺の西和賀町の人口は、昭和30年代までは増加傾向にあったが、その後は鉱
山の閉山、湯田ダム建設による移転、高度成長期による都会への流出などで減少傾
向が続いている。平成21年の人口は約7,000人。

出典；国勢調査(～H17)、H21は岩手県統計年鑑より
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７．７．22 ダム周辺施設の整備状況ダム周辺施設の整備状況

湯田ダムでは、ダムや湖面利用、地域の自然環境、レクリエーションなどの機
能を高め、地域活性化を図る｢地域に開かれたダム整備計画｣により、錦秋湖を
核とした6地区のゾーンで周辺環境整備が実施されている。
貯砂ダム上流の｢手漕ぎボートエリア｣は、全国大会常連校である西和賀高校
ボート部も利用。

湯田ダムでは、ダムや湖面利用、地域の自然環境、レクリエーションなどの機
能を高め、地域活性化を図る｢地域に開かれたダム整備計画｣により、錦秋湖を
核とした6地区のゾーンで周辺環境整備が実施されている。
貯砂ダム上流の｢手漕ぎボートエリア｣は、全国大会常連校である西和賀高校
ボート部も利用。

貯砂ダム内に整備されている通路

※全国的にも珍しい構造で、ダム内部か
ら水が流れる様子が眺められる

「きんしゅうこものしり館」

※ダムを訪れる人々が学習
の場として利用



4141

７．７．33 ダム周辺の利用状況ダム周辺の利用状況

利用者数は平成21年度は約9万2千人（速報値）。平成18年度からはやや増加。
ダムに来た目的は、スポーツが概ね6割。利用場所は湖畔が9割強。
平成14年に完成した貯砂ダム周辺施設の利用やスポーツ・野外活動などにより、平
成15年度以降利用者数が増加（「道の駅錦秋湖」も平成12年より営業開始）。

利用者数は平成21年度は約9万2千人（速報値）。平成18年度からはやや増加。
ダムに来た目的は、スポーツが概ね6割。利用場所は湖畔が9割強。
平成14年に完成した貯砂ダム周辺施設の利用やスポーツ・野外活動などにより、平
成15年度以降利用者数が増加（「道の駅錦秋湖」も平成12年より営業開始）。

◆ダム周辺の年間利用者数の推移
※年間利用者数は、「河川水辺の国勢調査【ダム湖版】 ダム湖
利用実態調査」による推計値 ； H21年度は速報値
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貯砂ダム完成(H14)

3.8 (9.1%) 4.0 (12.6%) 8.5 (21.6%) 12.8 (36.5%) 8.6 (8.0%) 5.3 (6.3%) 3.6 (4.0%)

32.2 (77.7%) 25.2 (79.5%) 23.1 (58.5%) 21.9 (62.5%) 93.1 (86.6%) 63.0 (75.2%) 86.0 (93.9%)

5.5 (13.2%) 2.5 (7.9%) 7.8 (19.9%) 0.3 (1.0%) 5.8 (5.4%) 15.6 (18.6%) 1.9 (2.1%)

41.5 31.7 39.4 35.0 107.5 83.9 91.5

利
用

場
所
別

合　　  計

湖  面

湖  畔

ダ  ム

H21
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７．７．44 イベント等の開催状況イベント等の開催状況

湯田ダム（錦秋湖）周辺では、様々なイベントが地域とダム管理者の協力の
もとで継続実施されている。

湯田ダム（錦秋湖）周辺では、様々なイベントが地域とダム管理者の協力の
もとで継続実施されている。

湯田ダム周辺の主なイベント（H21） 開催期日 主 催 者

錦秋湖湖水まつり 5/30 錦秋湖湖水まつり実行委員会

河北新報錦秋湖マラソン 5/31 河北新報錦秋湖マラソン実行委員会

湯田温泉峡和賀川ゴムボート川下り大会 7/12 和賀川ゴムボート川下り大会実行委員会

湯田ダム水源地見学ツアー 7/29 湯田ダム水源地見学ツアー実行委員会

西和賀ネイチャーマイスター講座 7/4,26 NPO元気な西和賀ネットワーク

和賀川の清流を守る会 河川パトロール 6/3,11/5 和賀川の清流を守る会

冬季防災訓練 2/18,19 北上川ダム統合管理事務所、西和賀町

湯田温泉峡雪あかり 2/6,7 雪あかり実行委員会

湯田温泉峡和賀川
ゴムボート川下り大会

湯田ダム水源地
見学ツアー

湯田温泉峡雪あかり錦秋湖マラソン錦秋湖湖水まつり
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７．５７．５ 水源地域ビジョン水源地域ビジョン①①

『『湯田ダムビジョン湯田ダムビジョン』』基本理念基本理念
西和賀地域には豊かな自然があり、人と自然がうまく調和するための知恵の積み重ねと、それを育ん
できた歴史がある。このような“豊かさ”を今後も享受し、また地域の多様な発展と魅力ある生活を実
現し、流域全体の健全な水循環系を構築するため、自然環境を保全し、文化を継承するとともに、地
域が有する独自の自然・歴史・文化的な資源を生かした地域づくりに取り組むものとし、湯田ダムを核
とする流域圏全体の新しい価値の創造を目指すものとする。

湯田ダムでは、平成17年3月に『湯田ダムビジョン』が策定され、ビジョンに基
づく取り組みが実施されている。

湯田ダムでは、平成17年3月に『湯田ダムビジョン』が策定され、ビジョンに基
づく取り組みが実施されている。
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ビジョンの積極的な推進を図るため、平成18年6月に「湯田ダムビジョン推進協議会」が
設立された。

湯田ダムは、協議会のメンバー・事務局として、活動団体等の情報収集・情報共有、各
行事の企画・運営に係わる人的支援・事務的支援などを実施し、積極的に活動を支援。

ビジョン策定後、湯田ダム及び錦秋湖周辺で、ビジョンに基づく様々な活動が展開され
ている。今後はその実施評価とフォローアップに取り組んでいく。

ビジョンの積極的な推進を図るため、平成18年6月に「湯田ダムビジョン推進協議会」が
設立された。

湯田ダムは、協議会のメンバー・事務局として、活動団体等の情報収集・情報共有、各
行事の企画・運営に係わる人的支援・事務的支援などを実施し、積極的に活動を支援。

ビジョン策定後、湯田ダム及び錦秋湖周辺で、ビジョンに基づく様々な活動が展開され
ている。今後はその実施評価とフォローアップに取り組んでいく。

44

７．５７．５ 水源地域ビジョン水源地域ビジョン②②

44

名 称 内 容

湯田ダム流域の
魚類調査

絶滅危惧種から特定外来生
物まで、湯田ダム流域の魚
類の種類・生息状況が明ら
かになった。

西和賀ネイチャーマ
イスター養成講座
（森・川・湖）

自然環境と地域観光に精通
する人材の育成。

「遠巣谷の森文化交
流センター」の稼働

特別豪雪地帯特有の雪国文
化に係わる事業の積極的な
展開、芸術や文化の継承。

◆ビジョンに関係する主な事業（H21)

※H21湯田ダムビジョン実施メニュー全135区分
のうち、105区分が実施されている。
実施率；約78％

 

流域住民の自由な発想を受け入れるシステム

【プロジェクト会議】 

※活動企画や実施方法についての会議 
 

“実施プロジェクト関係者及び 
事務局により実施” 

湯田ダムビジョン推進協議会 

基本理念：『和賀川流域－活きる水・育む自然・つながる人』
 

１．情報発信機能 
２．メニュー実践支援 
３．ビジョン実施評価とフォローアップ 

プロジェクト
グループ 

プロジェクト
グループ 

プロジェクト
グループ 

プロジェクト
グループ 

プロジェクト
グループ 

プロジェクト
グループ 

支援・調整

協議会総会【代表者会議】 

“各関係機関及び活動団体の代表者等” 

【アドバイザー】 

※協議会に関する助言や指導 

“アドバイザーは学識経験者” 

【事務局】
 

※協議会に関する情報処理と 
活動に関わる事務処理 

 
 “地元住民（各活動団体等）や 

関係行政機関” 

行 政 

・支援 

プロジェクトに応じて

メンバーの適宜補強 

と す が
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７．６７．６ 水源地域動態の評価水源地域動態の評価

・「湯田ダムビジョン」に基づく活動に、今後も積極的に取り組むとともに、
地域の自立的・持続的活性化のため、流域住民やNPO等の各種団体の
自主的・積極的な参加を支援していく。

・また、これまでのビジョンの実施評価と、そのフォローアップに取り組んで
いく。

・ダム周辺は豊かな自然や温泉に恵まれ、「地域に開かれたダム整備計
画」などにより、観光・レクリエーション施設などが整備されている。

・ダム周辺では住民参加型のイベントなどが継続的に行なわれている。

・ダム湖の利用者数は、平成21年度で約9万2千人（速報値）と推計される。
貯砂ダム周辺施設の利用やスポーツ・野外活動などが主体となっている。

・平成17年3月に「湯田ダムビジョン」が策定され、ビジョンに基づく取り組み
が実施されている。

・湯田ダムは、利用実態や地元の人々の活動状況などから、地域活性化
につながる取り組みが行われてきていると評価できる。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



88．危機管理．危機管理
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８．８． BCPBCPについて（について（11））

ＢＣＰは、災害などの被災を受けても業務が中断せず、また、中断した場合
でも可能な限り短い期間に再開出来る体制づくりを行うことを目的とする。

湯田ダムでは、地震などの災害による緊急時の対応として、「湯田ダム管理
支所 業務継続計画（ＢＣＰ） 」を策定している。

ＢＣＰは、災害などの被災を受けても業務が中断せず、また、中断した場合
でも可能な限り短い期間に再開出来る体制づくりを行うことを目的とする。

湯田ダムでは、地震などの災害による緊急時の対応として、「湯田ダム管理
支所 業務継続計画（ＢＣＰ） 」を策定している。

被害想定 ①管内の気象庁震度が６弱以上の地震、または湯田ダム基礎震度
計の最大加速度が250gal以上
②ダムの堤体及び貯水池が被災を受けた場合

防災拠点 ・湯田ダム管理支所
・錦秋湖防災センター
(きんしゅうこものしり館)

拠点バックアップ(候補地)
・西和賀町役場湯田庁舎
・西和賀町役場沢内庁舎
・北上市役所
・北上市役所和賀庁舎
・北上市役所江釣子庁舎
・県南広域振興局北上総合支局

連絡先 北上川ダム統合管理事務所、県南広域振興局北上総合支局土木部、
北上市、西和賀町、他（警察、消防、病院など）

事業継続計画（BCP）の概要（その1）
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８．８． BCPBCPについて（について（22））
事業継続計画（BCP）の概要（その2）

必要資材 寝具、備蓄食糧（非常食、飲料水）、燃料油脂、電気（非常用予
備発電機で対処）、衛星携帯電話、災害対策機器(衛星機器及び
照明車)、保有機材（備蓄資材）、巡視船の係留場所の確保

巡視船 ・巡視船係留場所は、ダムサイトおよび貯砂ダムなどに設置。
・ダム周辺巡視船係留場所として、9箇所を選定（平成19年3月現在）。

ヘリポート ・臨時ヘリポート；
「湯田ダム」（ダムサイト下流）、「湯田ダム川尻」（川尻地区）
・ヘリコプター離着陸場；「錦秋湖大石公園」

参集ルート
の確保
【通常ルート
が遮断され
た場合】

・参集ルート
ルート1：官舎～国道107号～県道37号～秋田自動車道

～国道107号～湯田ダム
ルート2：官舎～国道107号～東北自動車道～国道46号

～県道1号～国道107号～湯田ダム
・参集時間 ルート1 ：50分、ルート2 ：2時間

通信手段
の確保

災害時でも通信可能となる通信設備の確保（K-COS、VHF(60M)、
NTT-DoCoMo）と感度把握

計画の見直し 毎年4月の人事異動に合わせて計画を見直すことを原則とする。
状況に応じて機能する計画とする。（PDCAサイクルの活用）



９．今後のダム管理における９．今後のダム管理における
課題と対応課題と対応



50

９．今後のダム管理における課題と対応９．今後のダム管理における課題と対応

◆◆「湯田ダムビジョン」のフォローアップ「湯田ダムビジョン」のフォローアップ

平成16年度に策定された「湯田
ダムビジョン」に基づき、様々な
取組が行われているが、ビジョン
策定後、既に５年以上を経過して
いる。

今後は、ビジョンの実施評価と、そ
のフォローアップに取り組んでいく。

◆◆危機管理体制の充実危機管理体制の充実

「業務継続計画（BCP）」を策定して
おり、今後も関係機関との連携・連
絡体制や情報ネットワークなどの
対策強化に努める。

今後のダム管理においては、災
害などの被災を受けても業務に
影響を出さない体制づくりが必要
である。

関係機関との連携強化を図り、冬
季の危機管理体制の確立に努め
る。

湯田ダムの立地的特性、地形的
特性により、冬季の危機管理体
制が課題となる。


